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Abstract

With Ishikawa statistics books, a state of fresh fish transport by rail in Ishikawa in the Taisho

period was examined. In 1907, fresh fish transport by rail from Noto to Osaka was tried. After the

end of the Meiji era, railroads were used for the fresh fish transportation well in Ishikawa. A

“Himuro (snow-cellar)” trace at Katayamazu-cho in Kaga-city was investigated. A survey map of

the trace was shown. Stored snow of this snow cellar was used as coolant for the fresh fish

transportation by rail from Katayamazu to Osaka in the Taisho period.
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１．はじめに

石川県における雪氷利用の歴史では，古くは江戸時代の元禄６年（1693）に金沢城の玉泉院

丸に氷室が設けられて，冬期の雪氷を貯蔵し夏期の六月朔日の氷室の日に儀式用の氷として用

いられていたことが知られている1,2）。それ以前については，犀川上流の倉谷から６月朔日の

祝いの氷として献上されていたことが伝えられているが，前田利家の金沢入城時期（1584）ま

で遡るとされる1-3）。このように記録に残る範囲では，江戸時代の金沢城における儀式用の雪

氷利用がまず確認される。一般的な雪氷利用の記録はかなり時代が下っての話となる。近江町

市場にあったとされる藩の御用で鳥魚を貯蔵していた穴蔵の存在が文献1）にみられるが，こ

の穴蔵には冷蔵用の雪氷利用がされていた可能性が指摘されている4）。アーネストサトウが金
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沢に立ち寄った明治維新前夜には，夏場の茶屋の接待の飲食用に利用されていたことが確認で

きる5）。

明治に入ると，貯蔵雪氷を扱う業者の存在が明治20年以降の石川県統計書に記載されるよう

になる6）。これらの貯蔵雪氷を扱う業者は昭和30年前後まで存続したとされる7-9）。その後貯蔵

雪の利用は，人造製氷技術の発展や冷蔵庫の普及で消失してしまう。明治期以降大正期までの

間の雪氷利用の実態は，その解明がまだ不十分であるが，氷室の日の祝い用（儀式，縁起物），

飲食用，医療用（熱冷まし），鮮魚冷蔵用に利用されていたことが伝えられている3,7-9）。

特に，鮮魚冷蔵用の雪氷利用は大正期以降の石川県における氷室の貯蔵雪の大規模利用の主

体をなしていたとされる7,9）。これは，明治後半以降の交通の近代化による物資輸送の増加，

明治末期に本格的に稼働し始めた機械式製氷会社の存在，衛生行政による飲食用雪氷の事実上

の禁止などから，鮮魚などの冷蔵用途に雪氷利用が徐々に絞られていったことを示唆している。

石川県統計書に記載された大正末期からの機械式製氷会社による人造氷の産出量は急激な伸び

を示すのに対し，貯蔵雪氷の産出量は大正末期をピークとして昭和期に入ると業者数の激減と

ともに統計書上に記載されなくなる9）。

本小論では，大正期の石川県の氷室の貯蔵雪氷と，鉄道による鮮魚輸送との関係を論ずるこ

とを企図した。そのためにまず，鮮魚鉄道輸送に関連していたとされる加賀市片山津町に現存

している大正昭和期に利用された氷室跡の調査結果を示す。

２．加賀市片山津町の氷室

（片山津氷室跡の調査）

中谷宇吉郎雪の科学館が2002－2006年の期間に実施した氷室調査における情報提供の呼び

掛けに対して，加賀市片山津町の山林に氷室跡があるという情報が寄せられた。この氷室に

ついて，中谷宇吉郎雪の科学館の神田健三館長と北陸大学の竹井が，2006年および2007年に

現地調査をおこなった。氷室の場所は，図１（ａ）で示したように片山津温泉の旧鉄道駅の

あった現在のバスセンターから山林に入って竹野坂とよばれる北東向きの谷筋にある（北緯

36度20分33秒，東経136度21分55秒）。氷室跡の現況は両側に斜面がせまる幅15ｍの谷間に，

10ｍ×７ｍの四角形で深さ１ｍほどのくぼ地になっている（写真１）。氷室として使用して

いたころは４～５ｍの深さがあったが，危険なので廃材等で埋め立てられたという。

規模と形状を調べる目的で簡単な測量を行った。測量図（図１（ｂ））から判明することは，

谷筋に堤を設けて掘り下げた四角形の穴であったこと，氷室のそばを道が通っており，その

道に近い方の堤が掘り下げられていて，出入り口として利用されていたことが判明した。道

側の形状は廃材を搬入した時に崩れたためか，形状が明確ではなくなっている。このような

谷筋に設けられた氷室の例は，金沢市月浦町の氷室9）があり，堤側の一部を切り割いて出

入り口にし道に接続していることなど，よく似た形態であることが認められた。氷室跡の上

流側にはなだらかな細長い谷筋の平地が続いており，この平地に積もった雪を氷室に落とし

込んで詰めたものと考えられる。
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（所有者への聞き取り調査）

所有者は片山津で大正時代から営んでいた魚店（坂口魚店）の方で，２代目の奥さん（80

歳代）と３代目である息子さんに話を伺った（2007年１月）。残念ながら氷室（雪穴と呼ん

でいたという）の運用に直接携わった方ではなかったので，正確な使用時期や運用の実態等

の詳細は得られなかった。使用時期は概ね大正時代から昭和初期にかけての期間であると推

測された。貯蔵雪氷の用途は，鮮魚の冷蔵用である。このことに関しては，金沢市月浦町氷

室の貯蔵雪が金沢市の近江町市場の鮮魚用冷蔵材として利用されたことと同様である。しか

大正期における石川県の氷室（雪室）と鮮魚鉄道輸送 3

157

図１ 加賀市片山津町の氷室（雪穴）の（ａ）位置図と（ｂ）簡易測量図。片山津温

泉バスセンター（旧温泉電軌片山津線の片山津駅）から山林に入った場所にあ

る。氷室は７ｍ×10ｍの規模。谷下側に堤を設けて作られ、旧道側の堤が掘り

下げられている。現況は深さ１ｍの窪地となっている。

写真１ 片山津町の氷室（雪穴）跡の現況。穴は廃材等で埋められ，深さ１ｍ程度の

窪地になっている。

（ａ） （ｂ）



し，さらに話を伺うと，近隣の外海に面した橋立港から安宅，今江潟，柴山潟を介して自前

の船で鮮魚を運搬して片山津に陸揚げした後，鉄道で動橋駅まで搬送し，さらに大阪方面に

鮮魚を送ったという。このとき，鮮魚の長距離輸送に冷蔵材として氷室の雪を用いたとのこ

とである。残念ながら正確な輸送の期間も当事者ではないため不明とのことである。戦後の

昭和20年代にはすでに利用していなかったという。

鉄道を利用した鮮魚輸送については，５－６月のアジを雪山の貯蔵雪を用いて富山県黒部

から大阪方面に大正昭和期（大正13年から昭和14年）に送っていた例が報告されている10）。

片山津町の氷室は，その貯蔵雪がこのような鮮魚長距離輸送の際の冷蔵材としての利用に供

された実例のひとつとして位置づけられる。

３．石川県統計書 6）からみた大正期の鮮魚鉄道輸送

明治31年に敦賀から金沢まで官営鉄道がつながり，津幡から七尾まで私設鉄道が設置された

（図２）。それまでは，陸路を徒歩で移動するか海路の定期航路を利用するしかなかった地域が，

鉄道により一気に近代化の波に洗われるようになる。各種学校の設立や軍隊の設置などもあって，

人や物の流れが鉄道によって盛んになる。明治40年以降，石川県では七尾－津幡間が官営鉄道

になったこともあり，鉄道による物資輸送が石川県統計書に記載されるようになる。石川県統

計書における鮮魚輸送の実態を明治末期から大正期について示すと表１のようになる。
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図２ 石川県の鉄道と駅の位置図。明治31年（1898）に関西方面から金沢まで鉄道が

つながり，翌年富山まで接続する。七尾線は明治31年津幡－七尾間が私設鉄道

として開設され，明治33年に北陸線と接続する。さらに七尾線は明治40年

（1907）に国に買い上げられて官営鉄道となる。
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この表から窺えることは，鉄道駅における鮮魚の取り扱い量を見た場合に，各駅が大きく次

の３種類に分類できることである。すなわち①鮮魚積出量が優勢な駅，②鮮魚到着量が優勢な

駅，③鮮魚積出量と到着量がいずれも多く，拮抗または変転する駅の３種類である。①に相当

する駅は，能登地区の七尾，七尾矢田新町や河北郡の海岸線にある羽咋，高松，横山，宇ノ気

の各駅である。鮮魚の供給駅と言える。②は，松任や本津幡などの海岸線から離れた地域の駅

である。魚の消費地と言える。③に分類される駅は，金沢，小松，大聖寺のような古くからの

都市および美川，津幡のような物資集散の機能を持った駅である。

①に分類される駅は，鮮魚の供給発送地として，本小論における貯蔵雪氷の利用の可能性の

高い駅で，周辺に氷室が設けられていたか冷蔵用の氷の調達の容易な場所であったと思われる。

②に分類される駅は，純粋に魚の消費地と言えそうである。③に分類される駅については，鮮

魚の消費地であるとともに供給発送地でもある性格を持っている。たとえば金沢は魚の大消費

地であるが，少なからぬ鮮魚の積出地でもある。金沢に夏場に大量の氷室の貯蔵雪氷が運び込

まれ利用されていたこと7,9）に関係するものと考えられる。ところで，大聖寺は明治末期には

鮮魚の供給発送駅の性格が強いが，大正期後半は消費地駅的な性格が強くなる。一方，小松は

金沢と同様に基本的に消費地であるが，少なからぬ鮮魚積出機能も持った駅になっている。物

資集散地と考えられる美川と津幡は積出量と到着量が拮抗している。美川は海岸そばの港町で

もあるので鮮魚の供給発送駅であることや，手取川の河口に位置しているので水運による物資

集散機能を果たしている駅の性格によるのであろう。しかし，津幡は海岸線から離れた場所に

あり，北陸線と七尾線の分岐点であるとはいえ，鮮魚積出量の意外な多さが目立つ駅である。

大正期の官営鉄道の充実ぶりは，駅が次から次へと新設されることから窺えるが，さらに加

賀地区と金沢地区において私設鉄道の設置も進められたのがこの時代である。加賀地区では大

正２年に温泉電軌株式会社が設立され，大聖寺－山中，河南－粟津温泉，宇和野－動橋など軌

道が設置されていく。片山津と官営動橋駅が接続されたのは，大正３年のことである6）。

４．考　察

明治末期から大正期は，石川県の物資輸送が海路による長距離輸送の時代から，整備が進む

鉄道を用いた長距離陸路輸送へと変わろうとしていた時代と考えることができる。前節の魚の

鉄道輸送の統計は，この時代を反映して年々その積出貨物と到着貨物の総量が増加していく様

子を明確に示している。鮮魚の積出量と到着量の総量の差は，石川県が鮮魚の県外輸出県であ

ることを示しており，この差は長距離鮮魚輸送の一端（県外からの輸入もあるので）を反映し

ている。長距離輸送には，冷蔵材を利用することの必要性を現代人の私たちは常識として思う。

しかし，上述の統計量は年毎の集計に過ぎず，鮮魚の季節的な取り扱い量は不明である。鮮魚

の長距離輸送の増加することが，貯蔵雪氷が長距離輸送に利用されたことを意味するかどうか

は，必ずしも明確ではないのである。このことを詳細に検証するためには，利用できる冷蔵材

としての貯蔵雪氷（もしくは人造氷）を供給する体制の状況と，夏場（７～９月）の鮮魚を輸

送する需要供給の実態が明確にされる必要がある。
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①　能登地域の鮮魚鉄道輸送について

「明治39年度明治40年度石川県水産試験場業務報告（氷蔵魚運搬試験）」という文書が珠

洲市史（昭和54年）に載録されている11）。「本試験ハ農商務水産局ノ指定ニ基キ七，八，九

ノ三箇月間」奥能登12）と大阪の間の生魚の「輸送販売ノ試験」を行ったという内容である。

「貯蔵氷雪」または「人造氷」の利用上の問題点と，奥能登地域からの船便と鉄道を介して

大阪に搬送する場合の実情が言及されている。この時点ですでに，冬季と春季の魚を奥能登

から需要地の京阪地方へ鉄道を用いて搬送していたという。ここでは，七尾港に搬送陸揚げ

し隣接する七尾矢田新駅から鉄道便で大阪に搬送され売り買いに供せられるまでの所要時間

は，「少クトモ三日間」を要するとある。報告書では，「貯蔵氷雪」または「人造氷」の利用

基盤の整備や「生魚運搬車ヲ鉄道ニ設備」することの必要性に言及し，この時点での貯蔵氷

雪を用いた生魚運搬は，経済的な問題や取り扱い方の改善を要するが，期待できるとの結論

になっている。もちろん，このような試験が行われた背景には，能登地方を中心とする海域

が良漁場であるにも関わらず，鮮魚を長距離運搬することが難しいので，能登地域の漁業者

の漁活動が夏場には低調になっているという現実があった11）。

七尾矢田新駅および七尾駅からの鮮魚の積出量の変遷を表から見ると，明治40年の時点で

すでに合計4000トン程度になっている。この積出量は大正７年あたりから２から３倍程度に

増えている。大正時代の後半から，なにか特段の事情が生じたものと考えられる。大正６年

より七尾鹿島地区の氷雪営業者（貯蔵）が０から６業者に増えたこと9）と関係するのかもし

れない。なお，七尾に製氷工場が稼働し始めるのは大正12年からであるが，その前後で鮮魚

積出量に大きな変化は認められない。

②　片山津氷室の位置づけと大聖寺（加賀市）周辺の氷室

加賀市片山津町の氷室についての調査から判明したことは，外海の橋立港から安宅，今江

潟，柴山潟の内水面を介して片山津に陸揚げされた鮮魚が貯蔵雪を供給され，さらに鉄道を

用いて関西方面へ長距離輸送されていたことである（図３参照）。動橋駅の鮮魚の積出量と

到着量を見ると，大正６年以前には扱い量は多くないが，大正７年以降に扱い量が急に増え

積出量が多い鮮魚の発送地になっていく。大正３年に開設された動橋片山津間の私設鉄道も

この鮮魚輸送に一役買ったことはすでに述べた。海岸隣接地ではない動橋駅に集荷される鮮

魚は，今江潟や柴山潟と河川等の水路による船便輸送も一定の役割を果たしていたものと考

えられる。動橋駅に近接する氷室跡は，図３の打越地区（平野部の少し高い平地）に２基あ

ったことが新潟大学の和泉教授の聞き取り調査で判明している。これらの氷室は１基が組合

の所有で，もう１基が魚屋の所有であったという。用途は料亭（仕出屋）への納入と鮮魚の

冷蔵用途であった。片山津の氷室と同様に，これらの氷室の貯蔵雪も鮮魚長距離輸送の冷蔵

材用途に使用されていた可能性がある。

現在の加賀市域（旧江沼郡）は，大聖寺藩の行政庁があった大聖寺を中心とした地域で，

金沢周辺部と並んで石川県内では明治大正昭和期を通じて氷室（雪室）の多く営まれた地域

である9）。大聖寺は関西との距離が，七尾に比べればはるかに近く鮮魚輸送に有利な場所で，

さらに大聖寺川の水路を介して塩屋漁港に通じている。この地理的条件は，大聖寺駅からの

鉄道鮮魚輸送が，明治末期から大正期にかけて早い時期に数百トン規模で行われてきたこと

を説明している。大聖寺江沼郡地域の氷雪営業者数が明治34年に100業者を超える盛況を示
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していること9）は，鉄道開通時の早い時期の鮮魚鉄道輸送を示唆している。ところで，大正

８年以降には，鮮魚の到着量が増加し優勢になり，消費地駅としての性格も強まる。また，

この大聖寺駅で積み降しされたと思われる（福井方面からの）江沼郡への氷の輸入が，毎年

50トン規模で大正10年まで石川県統計書（産業，県外輸入（工産品））として記載されてい

る。このことは，明治45年（大正元年）に金沢衛戌病院山代分院が設立されたり，大正２年

以降に山中温泉，山代温泉，粟津温泉，片山津温泉を結ぶ私設鉄道が施設されたりすること

により，人や物資の移動が活発になっていく様子を物語っていると考えられる。

③　石川県の各地の鮮魚鉄道輸送から窺えること

石川県全体の鮮魚の鉄道積出量と到着量の差が，石川県における県外輸出（鮮魚長距離輸

送量）の規模を測る目安となると考えられるが，対象とする期間全体を通して2000トンから

11000トンの間を大きく変動していて，明確な傾向は窺えない（表１）。長距離輸送（京阪地

区）と短距離輸送（福井，富山）の区別が必ずしも明確でないことと，漁獲量の年変動も関

係していると思われる。ただ，大正10年における石川県の積出量と到着量の差が11000トン

を示していることは特筆に値する。大正９年は製氷工場が２カ所（金沢，小松）で稼働を始
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図３ 大正時代の片山津周辺の地図（石川県統計書大正３年の地図に加筆）。参考の

ために大正昭和期に営まれた氷室の分布の様子を示した（中谷宇吉郎雪の科学

館との共同調査で判明した氷室（雪穴）の一部。打越地区の雪穴については，

新潟大学の和泉薫教授の調査結果）。



め，大正12年に５カ所（七尾も加わる）で製氷工場が稼働し，この大正期後半は貯蔵雪氷も

含めて氷の供給量が増えていく時期である9）。図４では，大正期の石川県における鮮魚鉄道

取り扱い量と雪氷の供給量の変遷を示した。鮮魚の取り扱い量の増加基調に対して，貯蔵雪

氷や人造氷の供給量も増加していることがわかる。ただ，年毎の鮮魚取り扱い量の変動と雪

氷の供給量には大きな相関は認められない。

（津幡駅の場合）

津幡駅は富山県と石川県の県境に位置し，金沢から富山を結ぶ線路と七尾につながる線

路が分岐する場所である。どちらかといえば山に近い内陸部であるが，鮮魚の積出量が多

い場所である。鉄道の分岐点であることで，物資の集散場所の役割を果たしていたと考え

られる。さらに，石川県では大正期の氷室の設置数でいえば，津幡が行政的に中心的役割

を果たしていた河北郡において氷雪貯蔵業者が50を数えるほどの氷室の多い地域である9）。

津幡に関しては河北潟の内水面物資輸送が可能な場所であり，また津端川や水路を用いた

船輸送が可能なので鮮魚の集散地として富山方面や大阪方面への鮮魚輸送に氷室の貯蔵雪

が利用できる有利な場所であったことが積出量に反映されているものと考えられる。

（高松駅の場合）

高松駅は，宇ノ気や横山駅と並んで海岸線に近い駅で，鮮魚の積出量の多い駅である。

地元の方の情報では，昭和初期（小学生のころ）氷室が２ヶ所砂丘に設けられていたこと

を記憶されていて，その話からは１つは旅館が所有し，もう一つは漁師さんが所有してい
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図４ 石川県の大正期（明治40年から昭和２年）の鮮魚鉄道取り扱い総量（トン，積

出と到着貨物量）と雪氷の供給量（トン，貯蔵雪氷，人造氷，県外輸入氷）。

石川県統計書よりデータ収集整理して作図。



たという。現地調査を行ったが，確認できず場所や規模，用途などの詳細は不明である。

高松駅からも氷室の貯蔵雪を利用した鮮魚鉄道輸送が行われていた可能性がある。

（七尾駅と小松駅，金沢駅の場合）

七尾駅と七尾港に設置された七尾矢田新駅は，積出量が圧倒的に多い鮮魚積出駅である。

七尾港には明治41年以降には既に北海道函館から氷が百トン規模で輸入されており，これ

らの氷の一部はさらに奥能登の飯田，宇出津や穴水，中島等に再輸出されている9）。この

天然氷は貯蔵雪の相場に比べると高価なので，はたして鮮魚輸送の冷蔵材として用いられ

たかどうかは疑問であるが，水産試験場の報告書11）にある貯蔵雪の利用と同様に早くか

ら鮮魚冷蔵と輸送に利用されていた可能性は否定できない。それに対して，小松駅は，金

沢駅や大聖寺駅と同様に積出量と到着量がいずれも多く，鮮魚に関しては供給駅と消費地

駅の両面を有する駅となっている。小松は安宅港から今江潟や梯川の水運を利用すれば魚

の運搬が容易なので鮮魚輸送の供給駅になり得たものと考えられる。小松や七尾にも大正

後期に製氷工場が稼働することになるが，鮮魚輸送の冷蔵材としての需要がこれらの製氷

工場の設置の重要な要素となったものと考えられる。

金沢は鮮魚の集荷地としての江戸時代からの歴史を持ち，それは消費地としての顔をも

つが，また一方で多方面への送り出しを行う典型的な集散地としての役割を果たしてきた。

明治43年以降の製氷工場の稼働や市域周辺の巨大な氷室の運営などは，鉄道による関西方

面への鮮魚輸送を容易に実現できたものと考えられる。金沢については，大正期の金沢市

統計書13）に金沢駅の発送・到着鮮魚量が月別に記載されている。大正初期の７，８，９

月の鮮魚発送量は少ないが，大正末期には多くなっている。このことは，図４で示した石

川県の雪氷供給量と良い相関を示している。

５．まとめ

本小論では，大正昭和期の鮮魚長距離輸送に利用されたという片山津の氷室跡について調査

した結果を示した。また，この氷室の利用された時代背景を探るために，大正期を中心として

石川県統計書に記載された鮮魚の鉄道各駅における積出量と到着量の様子を採取整理して示し

た。このことから，石川県における大正期の貯蔵雪氷および人工氷の利用の一端を窺うことが

できる。統計資料や関連資料の採取に依存する研究であるため，不備や欠落部分があってまだ

十分な事実把握ができていないのが実情である。ここでは現時点での収集データを示すことが，

本小論のひとつの目的となっている。さらに資料の収集を行い，石川県の過去の雪氷利用の実

態に迫りたい。
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